
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

公益通報者保護法が改正されました！ 

公益通報者保護法の一部を改正する法律案

が６月８日に成立、同月 12 日に公布されました

（令和２年法律第 51 号）。 

以下、公益通報者保護制度の概要と改正内

容について紹介します。 

 

◇公益通報者保護制度とは？ 

公益通報者保護制度とは、国民生活の安心

や安全を脅かすことになる事業者の法令違反の

発生と被害の防止を図るため、公益のために事

業者の法令違反行為を通報した事業者内部の

労働者に対する解雇等の不利益な取扱いを禁

止する制度です。 

 

◇改正１：事業者自ら不正を是正しやすくすると

ともに、安心して通報を行いやすくする 

事業者自ら不正を是正しやすくするとともに、

安心して通報を行いやすくするめ、①事業者に

対し、内部通報に適切に対応するために必要な

体制の整備等（窓口の設定、調査、是正措置

等）が義務付けられます（従業員数 300 人以下

の中小事業者は努力義務）。 

また、①の実効性を確保するために、②行政

措置（助言・指導、勧告および勧告に従わない

場合の公表）が行われます。 

さらに、③内部調査等に従事する者に対し、

通報者を特定させる情報の守秘が義務付けら

れ、違反した場合には刑事罰が科されます。 

 

◇改正２：行政機関等への通報を行いやすくす

る 

 行政機関等への通報を行いやすくするため、

①権限を有する行政機関への通報の条件（現

行は「信じるに足りる相当の理由がある場合の

通報」）に「氏名等を記載した書面を提出する場

合の通報」が追加されました。 

また、②報道機関等への通報の条件（現行は

「生命・身体に対する危害」）に、「財産に対する

損害（回復困難または重大なもの」が追加され、

また、「通報者を特定させる情報が洩れる可能

性が高い場合」も追加されました。 

さらに、③権限を有する行政機関における公

益通報に適切に対応するために必要な体制の

整備等についても規定されました。 

 

◇改正３：通報者がより保護されやすくする 

 内部通報・外部通報の実行化を図るため、①

労働者だけでなく、退職者（退職後１年以内）や

役員も保護対象とし、②保護される通報につい

て、現行は刑事罰の対象となる通報だけである

ところ、行政罰の対象となる通報も保護されるこ

とになります。また、③保護の内容について、通

報に伴う損害賠償責任の免除を追加しました。 

 

 施行は、公布の日から起算して２年を超えない

範囲内において政令で定める日となります。 
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中途採用における「オンライン選考」の 

実態～エン・ジャパン調査より 
新型コロナウイルスによる感染が拡大する中、

採用においても を利用したオンライン選考

が進んでいます。その実態について、エン・ジャ

パン株式会社の運営する転職サイト「ミドルの転

職」上でサイトを利用した転職コンサルタントから

のアンケートを基にした調査結果が発表されまし

た。その概要は次のとおりです。

◇採用企業がオンライン選考を導入するメリット

９割の転職コンサルタントがオンライン選考の

メリットとして挙げたのは「面接地から遠隔にいる

人とも面接をできる」という点です。「時間的にも

効率的で、日本全国や世界規模で良い人材を

見つけられる」「地方企業や大手地方拠点にとっ

てオンライン面接の恩恵は絶大」といった声が寄

せられました。

◇オンライン面接実施の割合

「最終面接まですべてオンライン面接を実施し

ている企業は何割程 度か」という問いには、

％が「８割以上」、 ％が「７割～５割」と回答

しました。「半数以上の企業が最終面接までオン

ライン面接を実施している」との回答は ％とな

りました。

また、最終面接以外をオンラインで実施してい

る企業については ％（８割以上： ％、７～５

割： ％）、一次面接のみオンラインで実施して

いる企業については ％（同： ％、 ％）の転

職コンサルタントが「半数以上実施している」と回

答しました。

◇採用企業がオンライン選考をしない理由

採用企業がオンライン選考を導入しない理由

として上位に挙げられたのは「直接会ってみたら

印象が違ったという事例があった」（ ）、「非

言語情報がオンラインでは判断し辛い」（ ）

でした。その他と回答した方からは「セキュリティ

に関する社内方針から」「求職者側にネット環境

が整っていない場合があるため」「役員クラスは

対面を希望する人が多く、その風習がある」と

いった声が寄せられました。

◇オンライン選考で気を付けるべきこと

採用担当者側では「ネットワークトラブル時の

対 応 について求 職 者 に事 前 に指 示 を出 す」

（ ％）、「面接案内文に利用するツールの準備

について明記をする」（ ％）が上位に挙げられ

ました。「接続が上手くいかず、開始予定時刻が

大幅に遅れ、求職者も動揺を招いてしまったこと」

「利用するツールの案内が遅く、面接時間に求

職者側で準備が間に合わなかったケースがある」

といったコメントが寄せられました。面接をスムー

ズに実施できるよう、情報を事前に周知しておく

ことが大事だと言えそうです。

【エン・ジャパン「中途採用における「オンライン

選考」実態調査」】

 

 

当事務所よりひと言 

    毎日の暑さは過酷ですが、その合間に食

  べるアイスクリームが、一瞬の安らぎの時間

です。但し減量中なので、そんなに多くは食

べられませんが ・ ・ 。

🍨

 


